
教育関係者のみなさまへ 

認知症は８５歳以上の４人に１人が抱えているといわれる、とても身近な問題です。 

今、全国で認知症を知り、地域で支える認知症サポーターを養成し、認知症になっても安心し

て暮らせるまちづくりを目指す認知症サポーターキャラバンが展開されています。 

認知症サポーター等養成事業事務局では、いつもと変わった様子がないか気にかけてみる。 

まちなかで困っている人がいたら声をかけてみる。認知症の人と、その家族を、さりげなくサポ

ートをする認知症サポーターを養成するための講座を地域のみなさんに対して開催しています。 

認知症になっても、安心して暮らせるまちを、地域のみんなでつくっていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  認知症サポーターとは？ 

認知症サポーター養成講座で認知症について学び、 

認知症の人や家族を地域や職場で温かく見守り、支える人のことです。 

認知症サポーター養成講座とは？ 

認知症についての正しい知識や関わり方などについて 

学ぶ講座（９０分）で、費用は無料となっています。  

（個人や地域、職場、学校などさまざまな場面で開催は可能です） 

受講者には認知症サポーターの証であるオレンジリング（ラバーブレスレット）をお渡しています。 

（全国サポーター：７，６０６，０７４人 旭川市サポーター：２０，３６４人 H２８．６．３０現在） 

 

【申込・問合せ先】 

認知症サポーター等養成事業事務局 （社会福祉法人 旭川市社会福祉協議会内） 

 ● 住 所 旭川市神楽３条４丁目１番１８号 

 ● 電 話 ６０－１７１０ ● ＦＡＸ ６０－１７８０ ● 担 当 矢吹（やぶき） 

                                  ※裏面の申込用紙をご活用ください。 



（ＦＡＸ可） 

 認知症サポーター等養成事業事務局 行 

 ＦＡＸ ６０－１７８０ 

 

 

認知症サポーター養成講座 「受講申込書」 

平成   年   月   日  

 

 


